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令和元年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 ４年間の目標 １年間の目標 取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

 (平成 28 年度策定)  具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 14日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の
育成を軸に、
社会的・職業
的に自立でき
る人間の育成
に向け、教育
課程の工夫・
改善に取り組
むとともに、
授業力を高め
るための組織
的取組みをす
すめる。 
 
 
 
 
 
②学校行事や
生徒会活動に
おける生徒の
主体的な活動
の 促 進 を 図
る。 

①授業見学や授
業改善のための
研究会を活用
し、教職員のス
キルアップを図
るとともに、生
徒の主体的・協
働的な学びを実
践するためのシ
ステムを構築す
る。また、放課
後補習の機会を
積極的に活用
し、生徒の基礎
学力向上を図
る。 
 
 
②学校行事や生
徒会活動に生徒
が主体的に参加
し、仲間と協働
的な活動を行う
ことで心身の成
長を促し、社会
性を身につけ
る。 

①学習活動研究会を企画
して「生徒同士が話し合
い、発表する機会」の持
てる授業を推進し、生徒
の実態に応じた授業支援
を実践する。 
 
①「学習活動研究会ニュ
ース」を発行して、教職
員間で生徒の実態に応じ
た授業法を共有する。 
 
①田奈ゼミ及び進学研究
会をいっそう充実させ、
基礎学力不足の生徒や進
学希望生徒に適切な支援
を行う。 
 
②諸行事において、生徒
の主体的な活動を導き出
すため、教職員が一丸と
なってフォローアップに
努める。 

①学習活動研究
会を何回実施で
きたか。 
 
 
 
 
①「学習活動研
究会ニュース」
を何回発行でき
たか。 
 
①田奈ゼミ及び
進学研究会への
生徒の参加率が
上がったか。 
 
 
 
 
 
②生徒の諸行事
への参加率を上
げることができ
たか。また、事
後アンケートに
おいて行事への
満足度が向上し
たか。 

①学習活動研究会を昨年度より
も回数を増やし、４回実施し
た。うち 1回は「心のバリアフ
リー」をテーマに、株式会社三
和製作所職員を講師に迎え、パ
ラリンピック種目である「ボッ
チャ」を体験することで差別を
排除し、お互いの良さを認め合
って協働していく力を高める研
修を実施した。その他、ＩＣＴ
を活用した授業について協議し
た。 
①「学習活動研究会ニュース」
を３回発行し、効果的な学習活
動について全職員で共有した。 
①田奈ゼミの参加率を上げるこ
とはできなかったが、参加した
生徒に対してボランティアによ
る継続的な学習支援を行うこと
ができた。 
 
②あいさつ運動やエコキャップ
回収などにおいて、生徒会役員
が率先して活動するなど、生徒
が主体となって表舞台に立ち、
活躍する姿が例年よりも多くみ
られた。しかし、一部の生徒に
仕事が偏ってしまう状況があっ
た。 

①授業改善グランドデザインを目標
達成に向かうことができるよう、Ｐ
ＤＣＡサイクルで策定し、実施して
いく方策を考える。 
①継続的な授業改善を進めるため
に、教科ごとにテーマを設定した学
習活動研究会を企画していく。ま
た、授業改善の取組に加え、生徒理
解につながる研修や、バリアフリ
ー、インクルーシブといった多様な
システムに関する力を身に付ける場
所として実施していく。 
①「学習活動研究会ニュース」の内
容の一層の充実を図り、発行回数を
増やしていく。 
①ボランティア確保が難しくなって
いるので、何らかの方策が必要。田
奈ゼミの開始時間によっては生徒に
負担がかかる場合があるので、参加
しやすい方法を検討したい。 
 
②生徒のニーズや現状に沿った行事
運営を考える。生徒が積極的に参加
できるよう、内容を検討し、クリエ
イティブスクールならではの行事を
模索していく。その際は生徒の力だ
けでできる作業を見極め、主体的に
参加できるような細かい役割分担な
どを設定していく。 

①学習活動研究会
において単に授業
技術のスキルアッ
プだけでなく、バ
リアフリーについ
て学び、協働して
いく力を養うとい
う試みは効果的で
ある。 
 
①田奈ゼミの参加
率を上げるための
方策を具体的に立
てることができて
いたか、検証する
必要がある。 
 
②生徒の行事への
参加意欲が失われ
ている状況がよく
分かった。その中
でも生徒会役員を
中心に活動を続け
ていることは評価
できる。 

①外部講師を招いて
の学習活動研究会は
有効であった。ただ
し、生徒対応に追わ
れ、職員が日常的に
参加できない状況が
ある。 
 
①田奈ゼミの参加者
が減少している。ま
た、ボランティアの
確保も相変わらず難
しい。 
 
②生徒の行事への参
加率が下がってきて
いる。また、部活動
への参加率も年々下
がってきている。中
学時代に不登校であ
った生徒も多く、コ
ミュニケーション能
力にも欠けるところ
がある。さらなる状
況分析と、活性化に
向けた対策が急務で
ある。 

①なるべく多くの職
員が学習活動研究会
に参加できるよう、
日時の設定や実施方
法を工夫する。学習
活動研究会そのもの
についてもビデオで
撮影し、いつでも職
員が閲覧できるよう
にサーバー上に保管
するなどの方策も効
果的である。 
 
①田奈ゼミ等の補習
に全職員が関わるこ
とで、より多くの生
徒を参加させる。 
 
②それぞれの生徒の
置かれている状況や
家庭環境などの背景
を職員間で情報共有
し、生徒の現状に沿
った行事を計画し、
運営していく。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒一人ひ
とりが抱える
課題を的確に
把握し、きめ
細かい個別支
援を行うため
の仕組みづく
りを進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒、保護者
への定期的な面
談を行う。ま
た、校内の相談
体制を整え、連
携することで迅
速かつ適切な情
報共有を行い、
生徒の抱えてい
る状況を把握す
る。保護者や外
部機関と連携し
ながら生徒個々
の状況に合った
支援を行い、課
題解決を図る。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、Drop-
In 等の相談システムと連
携し、生徒の情報を迅速
かつ的確に収集、共有す
る。 
 
 
①オンザフライミーティ
ングを活発化させ、常に
生徒の持つ課題の背景を
把握し、予防的生徒支援
へと発展させる。 
 
①年３回の三者面談や校
内の相談システム等を活
用し、必要に応じて児童
相談所、警察、市の生活
支援課等と適切に連携し
ながら課題解決を図る。 

① ＳＣ、Ｓ Ｓ
Ｗ、Drop-In 等
の相談システム
と連携し、ケー
ス会議を行った
か。 
 
①オンザフライ
ミーティングの
機会を積極的に
設け、情報共有
を図ったか。 
 
①年３回の三者
面談や相談シス
テムで得た情報
を教職員間で共
有 したか。 ま
た、必要に応じ
て外部機関と連
携して課題解決
にあたったか。 

①校内の各種相談システムと連
携し、生徒の問題行動の予防支
援及び家庭状況等の把握など、
細やかな情報交換ができ、ケー
ス会議につなげることができ
た。 
 
①職員間でオンザフライミーテ
ィングの機会を積極的に持つこ
とができた。これにより迅速な
対応が可能となり、かつ時間を
有効に使うことができた。 
 
①三者面談や各種相談システム
での情報を児童相談所などの外
部機関に効果的につなげること
ができた。特に今年度はネグレ
クトやＤＶなど、生徒の家庭内
の諸問題が顕著に現れたが、Ｓ
ＳＷとの連携により、早い段階
で対応することができた。 

①職員全員が本校の様々な相談シス
テムについて理解を深めることが重
要である。ＳＣやＳＳＷ、ＳＣＣは
もちろん、キャリア支援センターの
活動やぴっかりカフェの意義等に対
しても理解を深められるよう、研修
を充実させていく。また、教育相談
コーディネーターの複数化や育成が
急務である。 
①生徒が抱える課題は重層化してお
り、教職員の情報共有だけでは対応
できなくなっている。特に家庭環境
からくる諸課題のある生徒が増加
し、外部機関との円滑な連携が必要
不可欠である。また、家庭との連絡
がとれず、協力的でない保護者に対
するアプローチと協力を得るノウハ
ウについて、職員研修等を通じて、
経験の浅い教員の資質を向上させる
必要がある。また、そうした外部機
関との連携については専門的な知識
も必要なことから、転任者について
も早い時期に研修を行う必要があ
る。 

①校内の様々な相
談・支援システム
を有効に活用する
ことができてい
る。 
 
①職員が隙間時間
を使って情報共有
する試みは「働き
方改革」の理念に
沿うものであり、
有効である。 
 
①児童相談所や警
察等の外部機関と
の連携がスムーズ
かつ適切に行われ
ており、迅速な問
題解決につなげて
いることは評価で
きる。また、SC や
SSWとの連携もよ
どみなく行われて
いる。 

①それぞれの相談シ
ステムの窓口となる
職員の負担が増大し
ている。 
 
①生徒の抱える課題
がより重層化してお
り、学校での対応に
限界を感じることが
多くなっている。 
 
①学力の低下のみな
らず、コミュニケー
ション能力の乏し
さ、自己肯定感のな
さ、人との信頼関係
が築けない等、自立
した社会人を目指す
にあたっての資質・
能力に欠ける生徒が
増えている。 

①教育相談コーディ
ネーターが丸抱えし
ないよう、早い段階
でのケース会議をま
めに実施する。 
 
①児童相談所や市の
生活支援課、警察な
どと効果的に連携し
ながら課題解決にあ
たる。また、外部機
関との連携につい
て、そのノウハウを
身につけるための研
修の機会を持つ。 
 
①成功体験を少しで
も持てるよう、それ
ぞれの生徒の実態に
即した教育内容を考
えていく必要があ
る。 



 視点 ４年間の目標 １年間の目標 取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

  (平成 28 年度策定)  具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 14日実施） 成果と課題 改善方策等 

２ 生徒指導・支援 

②部活動にお
ける生徒の主
体的な活動に
向けた支援を
進める。 

②部活動を通じ
て生徒の自己有
用感を高める。
部活動の意義を
説明し、参加を
促す機会を積極
的に設け、加入
率の向上を目指
す。 

②生徒会主体で部活動加
入を促すキャンペーンを
実施する。 
 
 
②積極的に合同練習や対
外試合に参加し、その結
果を学校全体で共有する
ことで部活動を盛り上
げ、生徒の自己有用感を
高める。 

②部活動加入率
を４割程度まで
上げることがで
きたか。 
 
②活動実績を全
校集会等で共有
できたか。 

②部活動への関心・意欲が低下
していることに加え、入学者数
の減少の影響もあり、加入率は
低下した。 
 
 
②他校との合同チームによる大
会参加など、活動の質と量は確
保できた。また、各種資格試験
に挑戦する生徒が増え、その成
果を全校集会等で披露すること
ができた。 

②加入率アップを目指し、勧誘方法
の改善や体験の機会を設けるなど、
より魅力的な部活動紹介を行う。ま
た、部長会や部活動集会を定期的に
行い、部活動に対するモチベーショ
ンを維持できるよう支援する。 
②他校との合同チーム編成をよい機
会ととらえ、社会性や自己肯定感を
養うきっかけとする。また、各種検
定試験に積極的にチャレンジする雰
囲気を作り、生徒の意欲を喚起す
る。 

②田奈高校の生徒
の様相が子供の貧
困に関して議論さ
れていることと一
致している。「育て
直し」「育ち直し」
が必要な高校生を
クリエイティブス
クールが引き受け
ているのだという
自覚が必要であ
る。 

②合同チームで大会
に参加できた生徒は
自分への自信を持つ
ことができ、よい経
験となった。 
 
②部活動の加入率を
上げることが急務で
あるが、従来の部活
動のあり方の考え方
から脱却する必要が
ある。 

②出来る範囲での活
動から少しずつ始め
るなど、生徒の実態
をよく見極めつつ、
適切な目標を設定し
て活動にあたらせ
る。 
 
②自己肯定感を持た
せる仕掛けを工夫す
る。 

３ 進路指導・支援 

生徒の実態や
ニーズを的確
に把握し、個
人の努力のみ
で達成できな
い社会的バリ
アの除去を含
む視点からの
支援を併せて
行 う と と も
に、そのため
の仕組みづく
りを進める。 
 
 

①生徒の希望と
適性を考慮しつ
つ、早い時期か
らＳＣＣや外部
機関と連携した
進路支援を行
う。また、個々
の生徒の置かれ
ている状況を適
切に把握し、情
報を共有しなが
ら支援にあた
る。 

①ＳＣＣによる就労支援
プログラムを充実させ
る。 
 
 
 
①大学、企業、地元法人
会等と連携を進めること
により、企業の採用枠、
大学の指定校推薦枠等の
拡大を目指す。 
 
①卒業生や中途退学者へ
の適切な支援を行うた
め、キャリア支援センタ
ーの役割を見直し、明確
化する。 

①ＳＣＣによる
「さくら咲くキ
ャリア教室」を
何回実施できた
か。 
 
①求人数、指定
校推薦の学校数
等 が増加し た
か。 
 
 
①キャリア支援
センターの役割
を明確化できた
か。 

①「さくら咲くキャリア教室」
を 15 回実施し、生徒の就労へ
の動機づけを行った。 
①ＳＣＣによる就労先開拓をは
じめ、地元企業による校内企業
説明会を行うなどした結果、企
業からの求人数を引き上げるこ
とができた。 
①「支援のヒント集」を作成
し、キャリア支援センターの役
割を明確化するとともに、田奈
高校の支援システムを職員全体
で共有した。 
①職場見学体験、模擬面接、自
立支援等の諸活動において、緑
法人会の多大な協力をいただ
き、連携することができた。 

①就労に向け、生徒に対してなるべ
く早い時期からの働きかけが求めら
れるが、現状ＳＣＣの尽力による部
分が大きく、負担となっている。Ｓ
ＣＣとの業務連携をキャリア支援グ
ループだけでなく、全職員が意識し
て協働していく必要がある。 
①キャリア支援センターの役割の明
確化についてはまだ課題が残ってい
る。どこまで生徒を支援するか、そ
の線引きを模索していく必要があ
る。 
①緑法人会との連携において、校内
の連絡体制が徹底せず、ご迷惑をお
かけしたことがあった。今後はその
ようなことがないよう、連絡体制を
整えたい。 

①生徒の就労支援
について、SCCと
適切に連携しなが
ら効果を上げてい
る。 
①「支援のヒント
集」を作成し、大
量異動があっても
田奈高校の取組を
継続していけるよ
うにしたことはよ
かった。 
①模擬面接等、法
人会との取組の意
義について、学校
側でもう一度整理
する必要がある。 

①SCC と教員が連携
した就労支援につい
て、相互の意思疎通
を効果的に図る方策
を考える必要があ
る。 
①「支援のヒント
集」を配付できたこ
とはよかったが、こ
れを利用した職員研
修を実施することが
できなかった。 
①緑法人会をはじめ
とした外部機関との
連携方法を再確認す
る必要がある。 

①SCC と職員の連携
強化を進め、SCCと
の共通認識に立った
就労支援を展開して
いく。 
①「支援のヒント
集」を利用した職員
研修を年度初めに実
施する。 
①緑法人会とのさら
なる協力体制を進め
るため、連携の当初
の理念に立ち返り、
職員への説明機会を
設けていく。 

４ 地域等との協働 

地域の様々な
社会資源との
協 働 を 通 し
て、地域に根
ざした学校づ
くりを進める
とともに、地
域貢献活動を
充実させる。 

①地域への貢献
策としてボラン
ティア活動を充
実させる。 
 
 
 
 
②校内外の機関
を積極的に活用
し、生徒の社会
的実践力や自己
有用感を高める
活動を実施す
る。 

①ボランティア等の地域
貢献活動を実施するな
ど、地域社会への参画の
機会を設定する。 
 
 
 
 
②ぴっかりカフェボラン
ティア、自治会、公共施
設等と連携し、生徒の活
動機会を拡充するととも
に、地域の学校理解を促
進する。 

①近隣の学校、
福祉施設、自治
会、行政機関等
と連携したボラ
ンティア活動に
何 回参加し た
か。 
 
②生徒が地域の
行事に参加でき
たか。また、地
域の方が学校を
訪問する機会を
持てたか。 

①地域貢献デーをはじめ、行事
前の部活動生徒による清掃な
ど、５回、延べ 150人を超える
生徒が取り組んだ。 
①麻生養護学校プールボランテ
ィアに９名の生徒が参加した。 
①こどもの国で実施された小学
生向けイベントのボランティア
に生徒会本部役員が参加した。 
②文化祭で地域の方の来場がみ
られたが、人数は限定的であっ
た。 
②NPO 法人による校内居場所カ
フェ（ぴっかりカフェ）におい
て、地域の方を中心に延べ 200
名以上のボランティアの方にご
協力いただいた。 

①地域のイベントやボランティアへ
の参加が生徒会役員や部活動生徒に
限られている現状があるので、他の
多くの生徒が参加できるよう見直し
ていく必要がある。また、地域での
活動の機会が少ないので、新たな活
動場所を開拓していくことが求めら
れる。 
②ぴっかりカフェをきっかけに、地
域との協働を進めていくための仕組
を作るとともに、職員に対しては研
修を行うなどしてカフェとの協力・
連携体制をさらに強化し、充実させ
ていく必要がある。また、カフェボ
ランティアの方々の持つ資源を活用
していく方策を考える。 
②地域の方が学校を訪問する機会を
増やせるよう努める必要がある。 

①既存のボランテ
ィア活動は、参加
者は減少している
とはいえ実施でき
たことは評価に値
する。 
 
②ぴっかりカフェ
ボランティアと教
職員との連携が、
生徒たちを「育て
直す」ための重要
な力になることを
再認識し、深化さ
せる必要がある。 

①例年続けている麻
生養護学校のプール
ボランティア、地域
貢献デー以外に、生
徒たちが地域のボラ
ンティア活動に参加
する機会が少ない。 
 
②ぴっかりカフェボ
ランティアと教職員
との連携が十分にな
されていない。 
 
②地域との交流の機
会を設ける必要があ
る。 

①部活動や委員会単
位での地域ボランテ
ィア参加の機会を増
やしていく。また、
近隣小学校でのクラ
ブ活動指導などの取
組を充実させる。 
 
②ぴっかりカフェボ
ランティアと教職員
との交流や研修の機
会を増やしていく。 
 
②既存の行事等で地
域連携が可能か検討
していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

学校が抱える
課 題 に 対 し
て、教職員が
意欲を持ち、
主体的に教育
に取り組める
ための「生き
生きとした職
場づくり」を
図る。 

①個々の教職員
が進んでコミュ
ニケーションを
図り、お互いの
成長を促せるよ
うな職場の雰囲
気を醸成する。 
 
②業務の「ム
ダ・ムラ・ム
リ」を解消する
ことで効率性を
上げ、働き方改
革を実現させ
る。 

①自分自身で考える習慣
を身につけ、提案による
コミュニケーションを心
掛けることで教職員相互
の成長を促す。 
 
 
 
②ネットワークや共有サ
ーバー等のＩＴ環境を整
備し、効率的な業務シス
テムを構築する。また、
情報機器の活用やセキュ
リティについての校内研
修を充実させる。 

①企画会議を戦
略的な意見交換
の 場にでき た
か。また、全職
員による意見交
換会を何回実施
できたか。 
 
②ＩＴ環境の整
備 を実施し た
か。情報に関連
した校内研修会
を何回実施した
か。 

①稟議を活用して時間を捻出
し、企画会議において学校運営
の根幹に関わる意見交換を回数
は少ないが実施できた。 
①ワールドカフェ方式で学校の
抱える諸問題について協議しあ
う中間意見交換会を実施し、目
指すべき学校の姿を共有した。 
②グループウェア等のＩＣＴ環
境を活用し、生徒と向き合える
時間の捻出及び会議資料のペー
パーレス化などに取り組んだ。
また、ＩＣＴ活用チームを立ち
上げ、新たに整備されたＢＹＯ
Ｄ回線を利用した教員への研修
や模擬授業等を行った。 

①田奈高校のカリキュラム・マネジ
メントについて、職員が活発に議論
する機会を設ける。その中で、クリ
エイティブスクールの存在意義を再
確認し、既存のシステムで見直すべ
きところは見直し、全員が共通の認
識で学校運営を進めていくようにす
る。 
 
②ＩＣＴ環境を活用した校務運営を
さらに進めていき、生徒と向き合う
時間や授業改善、職員研修の機会を
確保する。また、校務の効率化によ
る時間短縮を進め、「働き方改革」
を実現する。 

①職員の大量異動
に備え、田奈高校
の持つシステムや
ノウハウを引き継
いでいく方策を検
討していることは
評価できる。 
 
①1学年に複数担
任制を導入し、そ
の効果があったこ
とは評価できる。 

①クリエイティブス
クールにふさわしい
カリキュラム・マネ
ジメントとはどのよ
うなものか、全職員
の共通理解が必要で
ある。 
 
①複数担任制の効果
が諸所に現れた。 
 
②校務の ICT化を一
気に進めていけたこ
とは今年度の大きな
成果であった。 

①クリエイティブス
クールとして何が求
められているか、困
難を抱えた目の前の
生徒たちに何ができ
るか、職員研修をま
めに開いて考えてい
く。 
 
①複数担任制をさら
に拡大していく。 
 
②校務の ICT化をい
っそう進め、「働き
方改革」を進める一
助としていく。 

  


